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政策学部・総合政策科学研究科ハンドブック2026

地方出身のサガなのか、10代の頃から都会や海外に憧れがあり、将来は国際機関で働きたい
という夢をぼんやりと持っていました。大学で上京し、卒業後にイギリスとアメリカへ留学し
ました。アメリカでは世界銀行開発経済調査局にコンサルタントとして参画し、アメリカ農務
省経済研究所のエコノミストとして農業・環境政策分析に従事しました。それ以来、環境問題
を経済学的に分析する「環境経済学」を中心とした教育研究活動に携わっています。
環境経済学の研究者を志したきっかけは、学部生時代のケニア旅行での経験です。当時の私は野
生動物の保護活動に熱心で、ゾウやサイなどが密猟に苦しめられる現場を見るために単身ケニア
へ乗り込みました。しかし、そこで目の当たりにしたのは動物以上に貧困に苦しめられる人間の
姿でした。「生きることに精一杯で、動物の保護どころではない。野生動物を含めた環境保護を
実践するには、豊かな生活があってこそだ」と痛感しました。「経済発展と環境保護を両立する
にはどうすればよいか」という命題を探究する環境経済学を勉強したいと思い、最先端の知識を
求めて留学を決意しました。留学先では理論・実証分析のスキルを叩き込まれるとともに、多様
なバックグラウンドを持つ留学生や研究者と交流することができました。さまざまな文化や価値
観に触れ、視野が広がったことは、研究者として人として貴重な財産となっています。
座右の銘は「七転八起」「人間万事塞翁が馬」。今までの人生、山あり谷ありで、失敗も数えき
れないほどしてきましたが、恩師、先輩後輩、友人、家族らの支えのおかげで、今も歩み続け
ることができています。

  Profile

研究分野（学部）

環境経済学、
実証ミクロ経済学

内田  真輔
（教授）

う ち だ し ん す け

　私の専門は実証ミクロ経済学／環境経済学です。環境経済学は、現代社会における環境問
題の本質を経済学的に解明し、その解決に向けた政策立案に資する学問分野です。これまで
の研究テーマは、気候変動の影響と適応策、自然災害の経済的影響、農業と環境保全、天然
資源利用と経済成長など多岐にわたります。これらのテーマについて、計量経済学を駆使した
実証研究を展開し、エビデンスに基づく効果的な政策提言につなげることを目指しています。
　私の研究アプローチの特徴は、人々の行動メカニズムおよび経済主体の異質性に着目する
点にあります。政策の効果は受け手によって異なります。その違いを可視化することで、よ
り効果的で公平な政策設計に貢献することが私の研究目標です。近年の主要な研究テーマの
一つとして、気候変動への「適応格差」問題に取り組んでいます。猛暑や豪雨といった異常
気象の増加に対し、人々は様々な適応行動をとりますが、その能力には大きな格差がありま
す。所得制約、リスク認知の違い、既存制度の機能不全など、適応を阻む要因を経済学的に
分析し、社会的に脆弱な立場にある人たちを取り残さない政策の在り方を探っています。た
とえば、農家の高齢化が気候変動への適応能力を低下させている問題や、エネルギー価格の
上昇がエアコン利用を抑制し健康リスクを高めている実態を、ミクロデータを用いて実証的
に明らかにしてきました。

研究の関心（研究内容を含む）

講義・演習・少人数クラスについて
新入生へのメッセージ（学部・大学院）
　ご入学おめでとうございます。新生活に向けて期待を抱いていることと思います。まず、興味を持ったこと
には、授業でも、課外活動でも、留学でも、インターンシップでも、ぜひ挑戦してみてください。挑戦する中
で、成功も失敗もあるでしょうが、それらの経験は将来の糧となるはずです。次に、多様な人々との出会いを
大切にしてください。異なる背景や価値観を持つ人との対話は、自分の視野を広げ、思考を深めてくれます。
先生や先輩後輩、留学生との交流に加え、学外関係者との交流イベントなど、大学は出会いの宝庫です。最後
に、体調管理も忘れずに。学びのアスリートであるみなさんにとって、心身の健康は何よりの基盤です。皆さ
んの充実した学生生活を応援しています。

【学部科目】
　講義は、「環境政策」と「環境マネジメント」を担当します。地球温暖化、エネルギー問
題、廃棄物・汚染問題など、現実の環境問題や環境政策の事例を通して環境問題の現状と本
質を理解し、その解決策を考えるための経済学的な基礎知識を学びます。
　演習では、経済統計データの分析をメインに行います。関心のある研究テーマを主体的に
探し、問題解決に向けた政策提言につながる分析を行い、卒業論文の執筆を目指します。

【大学院科目】
　環境経済学に関する科目を担当します。学部レベルの基礎理論を前提とした、より専門的
な理論モデルと実証分析手法を学びます。特に、気候変動や自然災害が経済活動に与える影
響の定量評価や、影響緩和に向けた適応行動の分析などを取り上げ、国際学術誌に掲載され
た最新研究を題材に議論を深めます。

大学院科目「研究演習」について

研究演習を志す方へ
▶大学院の演習について
　私のゼミでは、計量分析を用いた実証研究を行います。関心のある研究テーマを主体的に
探し、問題解決に向けた政策提言につながる分析を定量的に行い、修士論文の執筆を目指し
ます。これまでのゼミ生は、気候変動と農家の適応、電気自動車とエネルギー問題、石炭産
業と環境汚染など、多様なテーマに取り組んできました。
　求める学生像は、社会で起きている現象に対して「なぜ？」という問いを抱き、それを解
明したいという知的好奇心を持って、粘り強く課題に取り組める方です。経済学や統計学の
高度な知識は入ゼミ時点で必須ではありませんが、学部レベルの知識を持っていることが望
ましいです。
　研究活動は試行錯誤の連続ですが、その過程で得られる論理的思考力やコミュニケーショ
ン能力は、社会生活においても必ず役立つと考えています。

▲アメリカ留学時代の農場体験 ▲スタディツアーでJICAフィリピン事務所（マニラ ）を訪問

気候変動、自然災害、エネルギー

主な担当予定科目
【学部科目】環境政策、
【大学院科目】環境経済学研究
研 究 室 渓水館 234
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1975年に東京都で生まれましたが、生後すぐに引っ越し人生が始まりました。義務教育は
海外で受け、高校（都立国際高校）と大学（慶應義塾大学）は再び関東圏でしたが、その
後、フランス、東京、アメリカ、札幌などと移住を繰り返す人生となりました。大学卒業後
に独立行政法人（JETRO）で３年間、海外勤務を含むいわゆる「社会人」を経験した後、大
学院修士課程（東京大学総合文化研究科）に進学、2008年に博士号（同左）を取得しまし
た。2021年度までは北海道大学法学研究科で教鞭をとっていました。
生来の「根無し草」の経験を活かそうと、研究・教育以外にも、これまで民間の「シノドス
国際社会動向研究所」、「言論NPO」、「子ども食堂KaoKao」、その他労働組合の研究所やコ
ミュニティ・ラジオなどでも活動し、ジャーナリズムとのコラボなども手掛けてきました。
人生もそろそろ折り返し地点、どのようにこれから世間に恩返しをしていくべきか、思案し
ている所です。

  Profile

吉田　  徹

政治学（比較政治学、
ヨーロッパ政治）

よ し だ と お る 　

新入生へのメッセージ（学部・大学院）
【学部生向け】
　社会科学では、いかに地味であろうとも「リーディング」と「ライティング」こそが基礎であり、これをおよ
そ欠かすわけにはいきません。両者の絶え間ない相互反復があってこそ、学習の成果が生まれるということを肝
に銘じてください。

【大学院生向け】
　学問は、特定の地域・国に留まるものではなく、グローバルな営みであるゆえ、英語・欧文は、リーディン
グ、ライティング、スピーキングにおいて、欠かすことはできません。学問的方法論に熟知するとともに、グ
ローバルな視野や行動規範を身に着けてください。

（教授）

研究分野（学部）

政策学部・総合政策科学研究科ハンドブック2026

　専門は比較政治学、なかでも政党政治論やリーダーシップ論を中心に、西欧諸国、特に現
代フランスの国内政治史に焦点を当てて研究をしています。もっとも、これを過不足なく理
解・分析するためには、民主主義論、政治経済学、歴史学、社会学などの対象や方法論を含
めなければならないため、隣接分野の社会科学の学習も欠かせません。また、現代欧州の政
治経済を規定している欧州統合・EUについての知識も不可欠になっており、こうした国内
政治と統合プロセスの相互作用についても研究を進めています。
　「ひとつのことについてあらゆることを、あらゆることについてなにがしかのことを知っ
ていること」（丸山眞男）とは政治学という学問が持つ特徴のひとつですが、「政治」を理解
するためには「政治的なもの」についての関心や好奇心を持つ必要があります。そのため、
研究対象のみならず、それを政治学の対象たらしめている情況にも目配りをしなければなり
ません。
　また、政治学は「未知のもの、生起しつつあるもの」（マンハイム）についての学問でも
あります。そのため、現在起きている有形・無形の政治的現象を、過去の学問的営みから補
助線を引いて、いかに理解するのかも大事な作業となります。古代ギリシャに始まる政治学
という学問が常に共同体とともにあったことに鑑みれば、現在の政治・政治的なものについ
て、批判的（客観的）意識を持って論評することも大事なことだと考えています。

研究の関心（研究内容を含む）

講義・演習・少人数クラスについて
【学部科目】
　政治学は、初期の段階で「深く・狭く」身に着けないと、応用できるような学問になりま
せん。そのため学部科目では、まず「政治学的な思考法」と「分析手法」、さらに「政治学

が重視してきた現象」に慣れ親しんでもらうことを目標に据えています。

【大学院科目】
　学問、とりわけその方法論や分析枠組みは、時代とともに進化します。従って大学院科目
では政治学・比較政治学における最新のトピックや研究動向を知ることを目標に、オーソ
ドックスな輪読のゼミナール形式でもって進めます。

大学院科目「研究演習」について

研究演習を志す方へ
▶大学院の演習について
　学修に必要なものは、まず何よりも知的好奇心であり、その上でその好奇心を特定の形
式・作法に従って、より研ぎ澄ますとともに、様々な研究分野・手法と接続させていくこと
にあります。そのためには、自分のディシプリンがどのようなものであるのかについて自覚
をした上で関心を深め、食わず嫌いをしないで、他分野の研究成果を旺盛に吸収していくこ
とが大事です。そうすれば、自ずと「学問上の付加価値」が生まれることでしょう。

▲これまでの単著・編著 ▲フランス上院での報告会 ▲社会科学の方法論を学ぶ

主な担当予定科目
【学部科目】比較政治学
【大学院科目】比較政治学研究
研 究 室 渓水館 208
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2025年3月、同志社大学大学院総合政策科学研究科にて博士（政策科学）を取得。博士論文
では、米国労働統計局の全国青少年縦断調査（NLSY97）の大規模パネルデータを用いて、
STEM教育が起業活動に与える長期的影響を実証的に解明しました。傾向スコアマッチングや
操作変数法などの計量経済手法を駆使し、STEM教育と起業成果の間に存在するパラドックス
-参入率の低さと事業持続性の高さの併存-を明らかにし、教育政策とイノベーション政策の接
点における重要な知見を得ました。

中国出身。福建省で大学卒業後、中国クロールアルカリ工業協会研究員、国際産業フォーラム
の企画運営などを経験。2015年に来日し、同志社大学ビジネス研究科にてMBA（グローバ
ル経営）を取得後、博士後期課程に進学しました。英語・中国語・日本語の三言語を操り、日
本・中国・米国の教育制度と起業環境に関する国際比較研究を専門としています。

  Profile

研究分野（大学院）

STEM教育と
起業政策

馬  　文竜
ま ー う ぇ ん ろ ん

　私の研究は、「教育はいかにして社会を変えるのか」という根源的な問いに、実証的なエビデン
スをもって答えることを目指しています。特に、STEM（科学・技術・工学・数学）教育が個人の
キャリア形成と起業活動に与える影響を、国際比較の視点から解明することに取り組んでいます。

　博士論文では、米国労働統計局が実施する全国青少年縦断調査（NLSY97）の大規模パネルデー
タを分析し、教育と起業の間に存在する興味深いパラドックスを発見しました。STEM教育を受けた
個人は、非STEM専攻者と比較して起業への参入率が統計的に有意に低い一方で、一度起業すると事
業の法人化率や長期的持続可能性において顕著に優れた成果を示すのです。さらに、Big Five性格特
性や認知能力テストのスコアを統制しても、この関係は頑健に維持されました。この発見は、STEM
教育が単なる技術的知識の伝達にとどまらず、リスク認知能力や機会費用の合理的評価、そして事
業計画の精緻化能力を涵養することで、起業の「量」ではなく「質」を高める可能性を示唆してい
ます。

　現在は、この研究枠組みを日本と中国に拡張することに注力しています。日本は世界最高水準の
理数教育を誇り、PISAの数学・科学リテラシーで常にトップクラスの成績を収めています。にもか
かわらず、起業活動率はOECD諸国中最低水準にとどまっています。一方、中国は近年急速にイノ
ベーション大国へと変貌を遂げ、深圳や杭州を中心に大学発ベンチャーが活況を呈し、ユニコーン
企業を次々と輩出しています。この対照的な二つの東アジア経済圏を、起業大国である米国と比較
分析することで、「制度的要因」「文化的要因」「教育システムの設計」がいかに複雑に相互作用して
起業行動を形成するのかを明らかにしたいと考えています。

　研究手法としては、傾向スコアマッチングによる選択バイアスの統制、操作変数法による因果推
論、構造方程式モデリングによる媒介効果の検証、差分の差分法による政策効果の推定など、計量経

研究の関心（研究内容を含む）

新入生へのメッセージ（大学院）
　大学院への進学、誠におめでとうございます。皆さんがこれから踏み出す学問の旅は、単に専門知識を習得す
るだけでなく、「問いを立てる力」と「答えを粘り強く探求する姿勢」を養う、人生において得難い機会です。

　私自身、英語教育と国際ビジネスを学んだ後、産業界での実務経験を経て日本に留学しました。MBAで経営学
の基礎を学び、博士課程では米国のデータを用いて教育政策の実証研究に取り組むという、国境と学問分野を越
えた研究キャリアを歩んできました。この越境的な経験を通じて最も強く実感したのは、「異なる視点を持つこと
の計り知れない価値」です。

　同じ社会現象でも、立つ場所や持っている前提知識が変われば、見え方が全く異なります。日本では「当たり
前」とされていることが、中国や米国では全く異なる様相を呈していることも珍しくありません。例えば、日本
では大企業への就職が依然として「成功」の象徴とされますが、中国やシリコンバレーでは起業こそが若者の憧
れです。なぜこのような違いが生まれるのか。その違いは何によって規定されているのか。このような問いを立
て、データと理論を駆使して解明していくことが、政策科学研究の出発点であり、醍醐味でもあります。

　政策科学の魅力は、抽象的な理論と具体的な現実の間を自由に往復できることにあります。教室で学んだ理論
を現実社会の政策課題に適用し、その有効性を実証的に検証する。そして、現実から得られた知見を理論に
フィードバックして、より精緻で実践的な理論を構築していく。この知的な往復運動に、皆さんと一緒に取り組
めることを心から楽しみにしています。

　研究は時に孤独で、困難な作業になることもあります。データ分析で思うような結果が出ないとき、文献の解
釈に迷うとき、研究の方向性そのものに疑問を感じるとき、一人で抱え込まず、遠慮なく相談してください。私
自身も、博士課程の6年間、何度も壁にぶつかり、多くの先生方や先輩方に支えられてようやくここまで来るこ
とができました。今度は私が、皆さんの学問的成長と研究活動をサポートする番です。

　特に、計量分析やデータサイエンスの手法を身につけたい方、教育政策・イノベーション政策・起業支援政策
に関心のある方、そして日本を含む国際比較研究に挑戦したい方は、ぜひオフィスアワーに研究室を訪ねてくだ
さい。R、Python、SPSSなどの統計ソフトウェアの使い方から、研究デザインの設計、論文執筆の技術まで、私
の経験を惜しみなく共有いたします。皆さんの新鮮な発想と若い情熱が、私自身の研究にも新しい刺激と気づき
を与えてくれることを期待しています。

　皆さんの大学院生活が知的興奮と発見に満ちた、実り多いものとなりますよう、心より願っております。共に
学び、共に成長していきましょう。

研 究 室 新創館 210

（助手）

済学の最先端手法を積極的に活用しています。また、定量分析を補完するため、起業家や教育政策
立案者、ベンチャーキャピタリストへの半構造化インタビュー調査も実施し、統計数字の背後にあ
る人々の意思決定プロセスや、制度と個人の相互作用を深く理解することを心がけています。

　教育政策は、その効果が現れるまでに10年、20年という長い時間を要するため、短期的な成果指
標による評価が困難です。しかし、だからこそ、長期的な視野に立った縦断的実証研究が不可欠なの
です。私の研究が、エビデンスに基づく教育政策立案（EBPM）の一助となり、次世代のイノベータ
ーを育成する社会システムの構築に貢献できれば、研究者としてこれ以上の喜びはありません。

大学院科目「研究演習」について
STEM教育と起業の国際比較研究
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小クラスの授業に臨む心構え（オリエンテーション科目と基礎能力養成科目）

　政策学部のカリキュラムは、学際的で段階的な講義科目群と、１年次から４年次まで通した
少人数クラスによる指導とが有機的に組み合わされています。

　少人数クラスによる指導は、オリエンテーション科目「First Year Experience （FYE）」（※）、
基礎能力養成科目「アカデミック・スキル１（定量）（定性・読解）」、「アカデミック・スキル２（イ
シュードリブン）」、卒業研究プロジェクト「演習Ⅰ」（※）、「演習Ⅱ」（※）、「演習Ⅲ」（※）、「卒業
研究演習Ⅰ」、「卒業研究演習Ⅱ」または「アカデミック・ライティング」を通して行われます。
　特に１年次から２年次春学期に学ぶＦＹＥ、アカデミック・スキル１・２は、大学で学び始める上
でとても重要なものです。
　FYEは、スムーズに大学の学びが始められるように設けられた科目で、文献・資料の検索方
法の習得やパソコン実習などにより、すべての学生が学内資源を十分に活用できるようにしま
す。また、グループワークやプレゼンテーションの機会を通じて、問題の発見や政策の分析、提
案に必要な基礎的な能力を習得します。
　アカデミック・スキル１は、定量（データの分析）と定性・読解（調査や事例整理、読解）を学
び、分析的探究力を向上させます。アカデミック・スキル２は、何が本質的な問題であるかという
思考、すなわち、イシュードリブンで特定政策分野の課題や現状について探究します。1年次生
はFYEとアカデミック・スキル１のクラスがあらかじめ指定されています。また、アカデミック・スキ
ル２は2年次生がクラスを自由に選択できます。
　なお、FYE（一部授業回）及びアカデミック・スキル１はパソコン必携授業です。

　これらの科目の各クラス担当教員は、行政・政治学、法律学、経済学、組織・経営など専門分
野のエキスパートです。授業は広範な政策領域からそれぞれの専門分野を題材に、独自の切
り口で進められます。高等学校で学習した内容とは一味も二味も違いますので、とても新鮮な
ものになることでしょう。
　政策学部は、社会科学に関する幅広い知識にもとづき、総合的な観点から現代社会の問題
を発見し理解するとともに、その解決に取り組むことができる教育研究を目的としています。
　１年次生の皆さんは、各担当教員の多岐にわたる専門分野１つ１つに興味関心をもって授
業に臨んでください。そこから現代社会の諸問題に対する自分自身の興味関心が具体的に
浮き彫りになってくることでしょう。

小クラスの授業のために

印刷室（臨光館）の利用について
　政策学部の学生の皆さんは、ＦＹＥや演習など
の少人数制科目で使用するレジュメや資料の印刷
について、臨光館１階の印刷室を利用することが
できます。利用される際には、まず新町総合窓口で
学生証と印刷原稿を提示し「資料印刷申請書」を
記入してください。なお、対象の科目はＦＹＥ、アカデ
ミック・スキル1・2、演習Ⅰ～Ⅲ、卒業研究演習Ⅰ・Ⅱ、
プロジェクト演習、アカデミック・ライティングです。

政策学部文庫について
　現在、今出川校地新図書館建設に伴い、博遠館書庫に移動しています。
　利用方法については、図書館ＨＰをご確認ください。

新創館書庫の利用について
　新創館1階には、政策学部・総合政策科学研究科専任教
員の研究分野に関連した研究用図書を所蔵した図書室があ
ります。
　利用の際は、書庫受付に学生証を提出のうえ、入退室時
間を記入してください。なお、荷物は持ち込めませんのでロッ
カーに入れての利用となります。
　利用時間は以下のとおりです。

　  【開講期間】月～金　9：00～11：30、12：30～18：30
　　　　　　  土　　　9：00～11：30、12：30～17：00
　  【休講期間】月～金　9：00～11：30、12：30～17：00

ゼミ準備室（臨光館）の利用について
　政策学部の学生の皆さんは、ＦＹＥや演習な
どの少人数制科目で、グループ単位で発表資
料作成等のために、臨光館１階と３階のゼミ準
備室を利用することができます。また、部屋の空き
状況によっては、就職活動での利用も可能としま
す。利用される際には、まず新町総合窓口で学
生証を提示のうえ、「臨光館（Ｒ）ゼミ準備室利
用申込書」を記入してください。なお、利用にあ
たっては次頁の利用要領を守ってください。

「First Year Experience(FYE)」、「演習Ⅰ」、「演習Ⅱ」、「演習Ⅲ」等の授業では、将来の進路を考えてい
くきっかけとするために、ゲストスピーカーを招聘することもあります。昨年度は次のような企業や研
究機関、学校からゲストスピーカーに来ていただきました。

株式会社JIN、Be Think Partner合同会社、合同会社Pangaea、株式会社いろどり、松井酒造株式会社、
株式会社実業広告社、トロント大学、京都錦市場商店街振興組合、独立行政法人国際協力機構（JICA）、
元青年海外協力隊員（エチオピア）、株式会社クボタ、キリンホールディングス株式会社、森永製菓株式
会社、岩谷産業株式会社、オムロン株式会社、株式会社OFFICE SAWAMURA、龍谷大学政策学部、株式
会社たかくら新産業、株式会社MANZA、株式会社Arent、401 Richmond、高知大学地域協働学部、モ
ンゴル国立大学、清泉大学人文社会科学部、小樽商科大学、シン・エナジー株式会社、AmazonJapan
合同会社、サントリーフーズ株式会社、株式会社大林組、資生堂ジャパン株式会社、大阪府庁、株式会社
root、市民共同法律事務所、SIN法律労務事務所、株式会社オーセンス、株式会社インディードリクルー
トパートナーズ、京都大学防災研究所、一般社団法人マリンハビタット、和歌山大学経済学部、一般社団
法人旅する学校、公益財団法人 笹川平和財団 海洋政策研究所、同志社大学グローバル・コミュニケーショ
ン学部（順不同）

※

政策学部・総合政策科学研究科ハンドブック2026
学びを豊かにするために
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学部生

学部生

学部生

学部生

大学院生
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臨光館ゼミ準備室の利用要領（2026.４現在）

１．利用資格
（１）政策学部および社会学部の学生が利用することができる。
（２）基本的に、演習Ⅰ～Ⅲ、卒業研究演習Ⅰ・Ⅱ、プロジェクト演習、アカデミック・ライティング、ＦＹＥ、ＡＳの

各科目・クラスのグループ単位で利用するものとする。部屋の空き状況により、就職活動での利用も
認める。

２．利用可能日および時間
（１）利用可能日

大学の休業日を除く平日（土・日曜日、祝日、夏期・冬期の一斉休暇、創立記念日、キリスト降誕日など
学年暦に定める休日、大学の休業日は利用できない）。ただし、入学試験実施日等、臨時に利用不可
とする場合もある。

（２）利用時間
平日　9：00～20：00

  　①9：00～10：45　②11：00～12：45　③13：00～14：45　④15：00～16：45　⑤17：00～20：00　　　

３．利用方法
（１）申込方法
　①事前予約、当日申込とも先着順に、所定の「利用申込書」により受け付ける。電話での申し込みは受
　　け付けない。
　②事前予約は、利用希望日の１週間前から受け付ける。
　③利用時間は、連続２コマを限度とする。延長を希望する場合、当日部屋が空いていれば受け付ける。
　④部屋数については、利用状況および利用目的を考慮して判断する。
（２）申込受付場所

臨光館1階  新町総合窓口
（３）利用方法
　①利用前に申込代表者が新町総合窓口で学生証と交換に部屋の鍵を受け取り、利用後は施錠した上、
　　直ちに新町総合窓口へ返却して学生証を受け取る。
　②但し、平日17：00～20：00（⑤）の時間帯については、部屋の鍵を受け取り、開錠したあと速やかに
　　新町総合窓口に返却して学生証を受け取ること。なお、利用後は施錠する必要はない。
　③利用者間の鍵の受け渡しは認めない。

４．利用上の注意
　①部屋の鍵の受け取り・返却は、申込代表者が責任を持って行うこと。
　②事務室窓口の閉室時間は、鍵の受け取り・返却ができないので注意すること。
　③利用時間を厳守すること。なお、事前予約者が、当日利用開始時間から３０分以上を経過しても何の
　　連絡もなく利用を開始しない場合もしくは、事務室開室時間中に利用手続が完了しない場合は、予
　　約を無効とする。
　④部屋の利用後は室内の整理整頓を行い、備品（机・椅子等）を移動した場合は必ず元に戻すこと。
　⑤各部屋に残された私物は、「忘れ物」として扱う。
　⑥室内での飲食は厳禁する。また、館内は禁煙である。
　⑦他の部屋や周辺施設の利用者の迷惑となるようなことは絶対にしないこと。大きな音を出したり、騒
　　いだりすることは厳禁する。
　⑧利用ルールを守らないグループのある科目・クラス、学生には、以後の利用を許可しない場合がある。
　　　　　　　　　　　　　

同志社大学育英奨学金について

　同志社大学には、学術、文化活動、地域活動、スポーツ等で卓越した成果をあげ学力優秀な学生に
対して１人につき年額30万円の奨学金を給付する育英奨学金制度があり、採用者は表彰式において
大学長より同志社大学育英賞が授与されます。２０25年度、政策学部では5名の学生を大学に推薦し、
５名採用されました。
　２０２6年度の応募要領は４月以降に大学HPでお知らせいたしますので積極的に応募してください。
なお、この奨学金制度以外にも同志社大学にはたくさんの奨学金制度がありますので、詳しくは学生生
活課でお尋ねください。

ご父母向けの懇談会について

　政策学部では、学部長をはじめとした教員スタッフが、在学生のご父母の方々を対象に、懇談会を開
催しています。この懇談会では、学部の最新情報や学生生活のトピックス等について説明します。また、
在学生の修学状況や学生生活等について、教員スタッフと父母との個人面談の機会も設けています。
　２０２5年度は6月に京都、名古屋、7月に広島、東京、仙台で開催し、多数の方々の参加をいただきま
した。２０２6年度も開催する予定（開催地は未定）です。
　また、ご父母の方々に政策学部専門科目の講義の様子を知ってもらうために、授業公開を予定してい
ます。

政策学部・総合政策科学研究科ハンドブック2026
学びを豊かにするために

学部生 学部生

学部生
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2024・2025年度　政策学会講演会一覧
　政策学部には、政策に関する学術の研究を助成し、政策学の確立と発展を目的とした政策学会があります。
政策学会では様々な分野の第一線で活躍されている方 を々講師に招き、講演会を実施しています。
以下のような講演会が開催され、多くの在学生の皆さんも参加されました。

　学生の皆さんが参加しやすいような時間帯で講演会を開催する予定ですので、政策に関する興味・関心
を深める機会として積極的に活用してください。

鈴与株式会社航空事業推進本部　参与
元日本航空執行役員

本田　俊介　氏

2025年5月29日（木）
16：40～18：10

新町キャンパス尋真館（Z30）
航空会社における地域活性化の取り組み

南海電気鉄道株式会社　
デジタル変革室　ＤＸ戦略部長

中川　和幸　氏

国際経済学者(エコノミスト)、
元GATT、OECD勤務

深作　喜一郎　氏

2025年6月10日（火）
14：55～16：25

新町キャンパス尋真館（Z21）

日本最古の私鉄が挑戦する
デジタルトランスフォーメーション

元神戸学院大学人文学部教授
現在 滋賀県立琵琶湖博物館名誉学芸員・特別研究員

用田　政晴　氏

2025年7月9日（水）
9：00～10：30

新町キャンパス尋真館（Z30）

現場の博物館学を楽しむ
－人文知の発見と成長－

行政の不作為による違法
～ 原発事故避難者訴訟 ～

世界銀行キャリア・アドバイザー

鎌田　卓也　氏
2025年6月5日（木）
10：45～12：15

新町キャンパス臨光館（R301）
政策の戦略的運用 - シンガポールのケース

弁護士法人芦屋西宮市民法律事務所・弁護士

宮地　重充　氏
2025年7月17日（木）
13：10～14：40

新町キャンパス尋真館（Z20）

最高の教育を世界の果てまで
～僕が途上国の教育に関わり続けるわけ～

特定非営利活動法人e-Education　副代表

坂井　健　氏
2025年11月25日（火）
16：40～18：10

新町キャンパス尋真館（Z30）

アルメニアの選択：カラバフ後の
社会と頼るべき相手の模索

「前向き」訴訟を活用する世界の若者たち
：気候訴訟の現状と可能性

北部ウガンダにおける平和構築活動
－日本のNGOの挑戦

北海道大学大学院教育推進機構特任准教授

立花　優　氏
2025年12月6日（土）
10：45～12：15

新町キャンパス尋真館（Z地1）

2025年7月3日（木）
9：00～10：30

新町キャンパス尋真館（Z30）
WTOは今後どうなるのか？

公益社団法人日本経済研究センター
研究本部　主任研究員

石橋　英宣　氏

2025年10月27日（月）
16：40～18：10

新町キャンパス尋真館（Z20）

認定NPO法人テラ・ルネッサンス
理事/海外事業部長

小川　真吾　氏

2025年12月11日（木）
9：00～10：30

今出川キャンパス尋真館（Z40）

一原　雅子　氏

2025年12月10日（水）
10：45～12：15

新町キャンパス臨光館（R201）

次世代AIでよみがえる日本経済

Atelier Architektur International München・
建築家

水島　信　氏

題演師講時日演講 題演師講時日演講

2024年5月23日（木）
13：10～14：40

新町キャンパス尋真館（Z20）

こどもにやさしいまちづくりの実務
～ドイツ連邦法と都市計画の視点から～

内閣府 参事官（海外担当）
内閣府政策統括官（経済財政分析担当）付

石橋　英宣　氏
緊急事態宣言への道

上智大学　准教授

樋口　裕城　氏
2024年6月4日（火）
16：40～18：10

新町キャンパス臨光館（R301）

2024年6月3日（月）
14：55～16：25

新町キャンパス臨光館（R204）

途上国の産業発展に向けて

実況アナウンサーから見える日本スポーツ

日本貿易振興機構アジア経済研究所
新領域研究センター法・制度研究グループ長

箭内　彰子　氏
WTOの歴史的変遷と今後のゆくえ

公益社団法人日本経済研究センター
研究本部　主任研究員

石橋　英宣　氏
世界経済の潮流2024Ⅰ AIで変わる労働市場

キンドリルジャパン株式会社　専務執行役員
プラクティス事業本部長　兼　

インクルージョン・ダイバーシティ＆エクイティ担当

松本　紗代子　氏

企業経営 x ダイバーシティ
～人こそが会社の価値。
キンドリル、3年間の軌跡～

JFEエンジニアリング株式会社
環境本部　エンジニアリングセンター長

白井　利昌　氏
くらしの礎を「創る」「担う」「つなぐ」
～SDGsに貢献するエンジニアリング産業～

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構
研究開発部門　第一研究ユニット　研究領域主幹

宮崎　英治　氏
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

研究開発部門　第二研究ユニット　主任研究開発員

柳瀬　恵一　氏

宇宙航空研究開発機構の研究活動とその評価

これで良いのか観光政策
―22世紀に生きるこどもたちのために

国際政治史

特定非営利活動法人
持続可能なまちと交通をめざす再生塾　理事長

村尾　俊道　氏
地方都市の交通を考える
（ローカル線再生・交通まちづくり）

株式会社 RICCI EVERYDAY　
代表取締役 COO

仲本　千津　氏
SDGs時代における社会起業家の役割
－ウガンダの事例より

政策学部・総合政策科学研究科ハンドブック2026
学びを豊かにするために

学部生 大学院生

フリーアナウンサー

寺島　啓太　氏
2024年6月11日（火）
10：45～12：15

新町キャンパス臨光館（R301）

2024年6月27日（木）
9：00～10：30

新町キャンパス尋真館（Z20）

2024年10月21日（月）
16：40～18：10

新町キャンパス尋真館（Z30）

2024年11月5日（火）
16：40～18：10

新町キャンパス臨光館（R301）

2024年11月12日（火）
16：40～18：10

新町キャンパス尋真館（Z31）

銀行員DX物語　イントレプレナーとしての挑戦
「できない」ではなく、
どうしたら「できるか」を考える

みんなの銀行・取締役頭取

永吉　健一　氏
2024年11月19日（火）
16：40～18：10

新町キャンパス臨光館（R301）

静岡英和学院大学　人間社会学部　教授

郭　育仁　氏
2024年12月5日（木）
10：45～12：15

今出川キャンパス良心館（RYB2）

博士（政治学）（同志社大学）

吉田　知史　氏
2024年１２月７日（土）
13：10～14：40

今出川キャンパス至誠館（S33）

2024年12月10日（火）
18：25～19：55

新町キャンパス臨光館（R210）

2024年12月19日（木）
9：00～10：30

新町キャンパス尋真館（Z21）

2024年11月14日（木）
13：10～14：40

新町キャンパス尋真館（Z40）

京都大学大学院法学研究科附属法政策共同研究センター
環境と法ユニット・特定助教
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